
       

「
キ
ツ
ネ
と
ツ
ル
」
「
町
の
ネ
ズ
ミ
と
田
舎
の
ネ
ズ
ミ
」

な
ど
、
お
な
じ
み
の
お
話
を
九
つ
収
録
。 

 

な
ん
と
い
っ
て
も
こ
の
絵
本
の
特
徴
は
マ
ク
リ
ン
ト
ッ

ク
の
絵
で
す. 

キ
ツ
ネ
の
す
ま
し
た
ポ
ー
ズ
や
迫
力
の
あ

る
オ
オ
カ
ミ
や
ち
ょ
っ
と
す
ま
し
た
ネ
コ
な
ど
動
物
た
ち

の
表
情
、
ま
た
細
か
い
所
ま
で
描
か
れ
て
い
る
衣
装
や
部

屋
、
小
物
な
ど
こ
れ
ら
の
挿
絵
が
時
イ
ソ
ッ
プ
の
お
は
な

し
の
魅
力
を
ひ
き
た
て
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

 

イ
ソ
ッ
プ
寓
話
は
、
短
い
中
に
ド
キ
ッ
と
す
る
よ
う
な

教
訓
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
す
が
、
こ
の
絵
本

は
マ
ク
リ
ン
ト
ッ
ク
が
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
選
ん
だ
話

を
わ
か
り
や
す
く
再
話
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
最

後
の
ペ
ー
ジ
の
素
敵
な
仕
掛
け
に
あ
っ
と
驚
か
さ
れ
る
は

ず
で
す. 
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◆8 月の中頃に歯医者に通い始めて、もう 2 カ月半。

未だに完治しない。治療に行った日から大体１週間

から 10 日間の治療期間が空き、急な仕事で行けな

くなるものなら２週間程度も空いてしまう。治療は

自分ではすることができず、専門家である歯医者に

すべてを委ねるほかなく、また、治療の手順という

ものがあり仕方がないのだろう。 

◆短気というか、根性がないというか、待ち時間が

大嫌いな性格だ。行列ができる〇〇店と話題になる

と、食べてはみたいと思うものの２時間待ちと聞く

ともう行く気は失せる。テーマパークのアトラクシ

ョンの１時間待ちも耐えられない。そこまでしてと

すぐ思ってしまい、一緒に行った人に嫌われる。だ

から長い期間を要する歯医者も嫌いだ。 

◆治療の機械も歯医者嫌いの理由の一つだ。昔に比

べれば治療器具は格段に進歩している。研磨するの

も高速回転になり、脳を揺すられるようなガリガリ

という振動は無くなった。治療の椅子もほとんど寝

ている状況に近くゆったりと座ることができる。だ

が、研磨が始まると同時に噴き出す水がたまらない。

小型掃除機のようなもので吸い取ってくれるのだが

完全には吸い取ってもらえず呼吸困難に陥る。そし

て小型掃除機の先が喉の奥へ突っ込まれると吐き気

を催す。 

◆そんなこんなで、多少歯が痛くなっても我慢をし

てしまう。それがいけないことで、早く行けば早く治

療が終わることは分かってはいるのだが・・・わかっ

ちゃいるけど・・・足向かない。歯が痛いのを我慢す

るか、歯医者の治療期間とバキューム・オエッ、のど

っちをとるかと聞かれれば、どっちも嫌だが痛いのを

我慢した方がましだという気持ちになってしまう。 

◆「歯の治療薬」なるものを発明してくれる人はいな

いのだろうか。ちょっと高くても良い。この薬を飲め

ば、たちどころに痛みは失せ、歯が再生されるという

内服薬、いや塗り薬でも発明されればノーベル賞もの

だと思う。 

◆何を馬鹿なことを言っているのだという声が聞こ

えてきそうだ。自分でも馬鹿な事、不可能なことと思

う。だが、それは今現在の価値観で馬鹿なことではあ

るが、もし発明されたとしたならば、その後は歯の治

療はガリガリと削ったり抜いたりしていたのか・・・

なんと馬鹿な事を・・・となるに違いない。 

◆馬鹿なことを人類は獲得して利便性を高めてきた。

江戸時代に東京・大阪間は徒歩や駕籠で３週間かかっ

ていた。その時、誰が鉄路で結ばれることを予想し、

「夢」の超特急が走って２時間半で結ばれることとな

り、リニア新幹線が建設されることを予想しただろう

か。馬鹿なこと思われることでも言っていれば、いつ

か実現する可能性はある。いつしか歯医者はいらない

時代が来ることを・・・     統括館長針山直幸 

なが い 歯医者 
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 地方のとある児童養護施設。ここでは様々な事情

で親と一緒に暮らせない子どもたちが「親代わり」

の保育士と生活を共にしている。マリコさんが担当

しているのは、生意気ざかりのムツミと甘えん坊の

マリナ。本来、親から無条件に与えられるはずの愛

情だが、２人にとっては競って獲得しなければなら

ない大事な栄養素。マリコさんを取り合ってケンカ

することもしばしばだ。そんなある日、離れて暮ら

していたムツミの母親が、ふたたび子どもと一緒に

暮らしたいという思いを抱えて施設にやってくる。 

一緒にごはんを食べ、お手伝いをして、遊んで、

絵本を読んでもらう。時には怒って凹んで泣いたっ

て、同じ布団で寝れば同じ朝がくる。壊れた絆を取

り戻そうと懸命に生きる人々の、平凡だけど大切な

日々の暮らし・・・。 

 児童福祉施設のひとつで全国に約５８０施設あ

り、そこで暮らす児童は約３万人（２０１１年１０

月現在）。災害や事故、親の離婚や病気、また不適

切な養育を受けている等、家族による養育が困難な

2 歳から約 18 歳の子どもたちが生活している。か

つては「孤児院」と呼ばれていたが、児童福祉法の

制定、改正で「児童養護施設」と変更された。施設

形態は大舎制（１舎につき２０人以上の児童）が全

体の８割と一般的。本作の舞台となる施設は小舎制

（１舎につき１２人までの児童）。 

児童福祉施設のドキュメンタリーだが、人は一人

では生きていけないことを確認でき、現代の子ども

たちの誰もが支えを望んでいることを考えると、多

くの地域の方々にぜひ観賞していただきたい。涙が

止まらない方が多く、ハンカチをお忘れなく。 
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☎044-977-2577 
1・15・22・29 日(金) 16：00～17：00 

だがし亭きらぴぃ 

 誰でも 10 円～(但し１日 100 円迄) 

 

6・13・27 日(水) 15：00～16：30 

ぞうさんのポケット 誰でも 無料 

  6 日 七輪の日 

13 日 のんちゃんの工作教室 

     ～くるりんぱ～ 

27 日 天下－武道会 

 

9 日(土) 10：00～14：00 

すがお手つなぎまつり 

誰でも 10 円～(無料コーナーもあり) 

※子育て支援センターすがお・分館でも実施 

 

16 日(土) 14：00～16：00 

Kids キッチン（しっとりチーズケーキ） 

200 円 小学生 25 名 要申込 〆切 13 日 

 

20 日(水) 15：30～16：30 

忍者駆羅武 

小学生 無料 

 

21 日(木) 10：30～11：30 

こぶんらんど(手作り楽器で秋の音楽会)  

幼児とその保護者 無料 当日ご参加ください 

※地域子育て支援センターすがおで実施 

 

 

 

 

☎044-976-0444 
5・12・19・26 日(火) 16：15～17：30 

卓球クラブ 

小学 4～6 年クラブ員 100 円/月 

 

6・13・20・27 日(水) 14：30～16：30 

あそべば 誰でも 無料 

  6 日 七輪の日 

13 日 作って遊ぼうビニールロケット 

20 日 たきびであそぼう 

27 日 ポコペン大会 

 

7・14・21・28 日(木) 15：３0～16：30 

居菓子屋「ぶん」 

 誰でも 10 円～(但し１日 100 円迄) 

 

8 日(金) 15：00～16：30 

やさしいおやつづくりクラブ 

(柿とリンゴの春巻き揚げ) 

1・2 年クラブ員 170 円 

 

9 日(土) 10：00～14：00 

すがお手つなぎまつり 

誰でも 10 円～(無料コーナーもあり) 

※蔵敷こども文化センター・子育て支援センター

すがお・菅生分館で実施 

 

9 日(土) 9：00～15：00 

ＯＮＥぱーく（きみもお店屋さん） 

２～6 年 無料 

３年生以上は定員無し 4 日〆切 

 

13(水) 15：00～16：30 

おやつづくりクラブＣ＆Ｅ(芋煮会) 

3～6 年クラブ員 170 円 

 

22 日(金) 10：45～11：30 

がおがおらんど（どんぐりであそぼう） 

幼児とその保護者 無料 当日ご参加ください 

 

22 日(金) 17：00～20：00 

もぐもぐ亭(お好み焼き定食) 

誰でも 300 円 19 日〆切 

 

 菅生こども文化センターでは、星を観察しながら、ちょっとした軽食を楽しむ

「Family Garden & 星を見る会」を行っている。今年も「渋谷星を見る会」の全

面的協力を得て実施する。宇宙のロマンに一年に一回酔いしれるのも良いのでは？ 

17：30 軽食オープン 

18：00 ワークショップ 

(星に願いを) 

18：30 星を見る会開始 

19：30 終了 

キーマカレー 150 円 

お で ん  20 円～ 

む し パ ン  1 個 30 円/２個 50 円 

飲 み 物 100 円 

駄 菓 子  10 円～ 

犬蔵・菅生・稗原わくわくプラザ合同行事 

 去る 10 月 15 日、昨年制定された「かわさき家庭と地域の日」に、

犬蔵・菅生・稗原小学校わくわくプラザの子どもたち 145 名が「と

んもり谷戸」に集まり、自由に自然と戯れたり、ポイントラリーを楽

しんだり、秋の一日を満喫した。 

 ポイントラリーでは、「ビオトープに折り紙の船を浮かべて団扇で

あおぎ目的地に運ぶ」「背中に文字を指で書き伝達する」「落ち葉を集

める」「ドングリを５個拾う」・・・などの課題を 5 人程度が 1 グル

ープになってこなしていった。いつもと違う自然を取り入れた遊びに

「楽しかった！」の声が。 

 NPO あかい屋根が委託されている３施設が集まると「保育園の友

達と久々に会えた」「友達ができた」など嬉しそうにスタッフに話し

てくれる子どもが多く、文字通り「なかまだひろば」になった。 

 「かわさき家庭と地域の日」が制定され学校が休みになっても、親

の職場は休みにならない。地域の大人たちも休みではなく「家庭と地

域の日」は本当に機能しているのだろうか。あり方の再検討が必要で

はないだろうか 

みんなで「夕ご飯」どうですか？ 
17：00～夕食作り(自由参加) 

18：30 開店～20：00 

誰でも 300円 要申込 〆切19日 

菅生こども文化センター 

お好み焼き定食 


